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　Abstract:　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　＼Ｔｈｅpurpose of this paperヶ1S to follow about the lifehistory of the aged recipients of public

assistance in the depopulated area in island. Firstly, I attempt to analyze ａ changeニof

poverty and depopulation in this area during p卵t ten years from 1975 t0 1985.十Secondaly, I

try to analyze the lifむhistorybased on the whole process of living of the aged recipients of

public assistance, namely the process of labour-living of them. Consequently, the folloing

things was conclued. Ttat iｓけhe increase of the aged recipients of public assistance in this

area is not caused by their idleness, but linevistability･ of the poverty in the･process of

labour-living of them.犬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥

はじめに一問題の所在

　鹿児島市に本社をもつ南日本新聞(1987, 5

月９日)りこよれば，鹿児島県の生活保護率が昭

和38年の全国第二位から，第十五位になった事

を朗報として伝えている。しかしながら，奄美

群島の瀬戸内町の保護率は福岡県の筑豊地帯に

ついで依然全国第二位の高率を示しているとも

伝えている注1)。

　本稿はレ1977年に筆者が瀬戸内町の高令被保

護者を対象として行った調査研究注２)の10年後

の追跡を意図したものの報告である。そこには，

窮乏層として生活保護受給者となる以前におい

て，不安定，低所得階層であり，疾病，配偶者

の死など，労働能力を喪失して，たちまち窮乏

層に転落してお‰回しかも彼れらの親の代にお

いても，不安定，低所得層であり更には子ども

の代においても，低学歴の結果，日雇などの職

種であり，階層的に上昇の展望がたでがたい状

況を，彼れらの労働・生活史の中で明らかにし

た。それは,＞この地域の貧困性，過疎状況が一

層拍車をかけ,にの地域における被保護高令者

の生活保護率の高さに連動していた。

　十年経て，当該地域の貧困，過疎指標はどの

ように推移しかのか。それと連動して生活保護

高齢者世帯の生活史の変容はみられるのかを検

討するものである。しかし，十年前の調査対象

者はすでに死亡していた８事例，他は高齢のた

めに聞きとり不能であった。従って今回の調査

対象者は，被保護高齢者世帯で在宅者９事例√

この地から高齢になり町内の養護老人ホーム入

所者９事例，比較する意味で在宅で生活保護受

給者でない高齢単独世帯を３事例をあらたに抽

出し，その労働“生活史を分析したものである。

　ところで，｢過疎地｣という地域社会の設定意
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義を以下のよう忙.とりおさえているﾉ．白資本主義十………j=.日;･.万万そ万.･=1･の･･1

の地域間不均等発展は地域間所得格差を生み出ｿ=＼ヶいうよ………=j……………＼1………/yI,∧∧=ﾀﾞ∧|,ﾌﾟ＞………j………∧………Iヶ＼j………………
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うみ出しているが，過疎地に住行数十家族の被ﾉ………)万万=j=の劣万=悪･陸万万tjま容:=易:jlj6本1推察2ｽﾞ

保護高齢者の労働∧･生活史jをｊ

ことにより,∧｢日本の繁栄｣の源を創宍り出した労∧ﾄら

働力人口=を不断に送り＼出した供給地にこり残さ＼ﾚ埠

れた家族1(老親たち)√い:わば見捨てられた彼れ……………=……万々

|らに対して4政策観ト十分な社会的保障jをなし＞J……==I力

之るよくうに機能しているのかどうかノ過疎地寸土=y:万;

の高齢生保世帯の労働・生活史は,………日本全休め<j……万白

高齢者の存在形態の融雛レだ姿をあyらりしてい＼∧冑

るのではないかという基本的視角をもづてい／jﾚに.･.し:.=1･だ.=万.･l･j:

る．　　■■　し　　　　　　　レ　1･･.･･・　・..･　･..･　.
.　　　･

･ﾚ……:=jとj,ｽ

　現象としては，十年前,＼夏の真赤な太陽が水……ﾚﾉｹ宍をきｔ

平線の彼方に没んでもなお,……そして最終の連絡◇ご宍==万万S,万る万6

船が到着七七もなも波止場から動こうとしな:……j万万::で=:=万りjゝ万÷

かった被保護高齢者遠の強烈な印象であった6…………j2,え=j万り

彼らﾚは都市でヽ､流出して.いうた子弟、.＼決っして帰:ﾚ……=jliI

郷する=あてのない子女を待って毎日船の＼着く波……yに

止場に集っ:てい=だノ日本の繁栄の陰に√孤独に∧:

生きる高齢者の姿が、十年前にはなかった大小＼

めビルのたちならんだ瀬戸内町に､〉十年後の今…………:

日唇あレつこたのであるノ　j　　　　　　……………I､､:.1:･

１ダ調査地の特徴と過疎・貧困指数の推移犬上………==fljl ･･，

図丁は瀬戸内町の位置,犬および瀬戸内町の各千万=い　　17゛|・ ijjヽlｔiﾐﾉ'ｒJFIJ vﾉμj-μm..　-]^ ct^ K^ VTMJ　I J-J.-丿･-)し

集落声3)における生活保護率をあ＼らわした＼もの………ﾉ]……1

であ|る。j県庁所在地,……鹿児島市かﾉら船で13時間∧ｿI

　　　　　　　　　･===･　---｡･　　････　･･●乙　・を要し,し奄美本島の南端に位置し√従うて大島))jjJjI

本島の北端にある空港まで，バスで３時間を要

するよ瀬戸内町という名は，町村合併の際に,…………ぐj……=,jIj

忿ｚ;７=trl-IJ＃ｊ，少ナ，ツ，々ん卜?,斗と4j十。ロニジ?,－ト±nm-………1=
瀬戸内海にIちなみ,犬名付けられたほどに，加計し

呂麻島，請島，与路島の属島/をもついわゆる｢離ﾉｿﾞ…………」

島の離島上をかかえる/離島自治体であjる。………万し……万=万･｡=

　‥町内の約87％が山岳であづり√耕地の古める割……11=万==1万丿日

合は3ス％にすぎず，=土地利用上の制約をもち√ﾀﾞﾝｹ

しかも亜熱帯め多雨地帯であるため√森林資源＼ﾉ

の蓄積は大きいにもしかかわらず√広葉樹であ＼る………万………I:ﾉ(:

こと，林道整備が不充分で√山林利用が=おぐれ∧尚=

ている。加えて最近め木材価格め低落におい万で√＼ﾔ

と対

ちくわﾚし,……=:･表･.:.:2Iま瀬戸内町の

j･……対国の割合

伏況にあるば

11の本土復帰………J(吋

毎度成長過程を経で√なかでも

ご=とにﾉよ白ﾉる経済的なj

年に↓ｿやづくと｡I6割に達していた=。

では,ｿﾞ)･57.5%と･6割

=ポイレン下も低下して

｢じで凪∧対群。I対県に対し

たﾉが√昭和61年亡限ってい

=みられﾚる]なかで,＼対県，対

れOjｿﾞ･8･ボ･イjン･ﾄ･1･,.･0.7ポイン

る√………とI:

たな]い√奄美群島全体の貧

仁お卜て画ﾚ貧困地帯である

　･０..=　■■■■■■■■■■■■■■■■■■　　■

にﾚ年すぐに集約的に示されるよ

引生ｿ凪

/万万..･表3
―レ1にみﾉられる

嗜不断｡に行い，

さ.せているﾉ=ｆ=ワ゜:,{丿lbL・40 ｃ ｋ v-* 'y o

と入る以前の昭和30年

に

と々Jり，人口

ほめ現状』7は人=口減

化の傾向にあると

がﾉら当地に関する

ｿく∧過疎地の男女別

年ぺ45年では女性

はほぽ同水

当地において万は，昭

だけﾚ巳依然とし

)･人口数は前回と

邑人口=口)減少にと

:2％ｹにﾌﾟもｿ達し√60歳以

t/{表おく半乙}へ28.8%ともなり，
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　　　表3 ― 1　人口推移←瀬戸内町

犬 世帯数 人　口 人口指数 男 女 男/女 65歳以上人口
65才歳上人ロ

総人口

大正９年

　　14年

昭和５年

　　10年

　　15年

　　30年

　　35年

　　40年

　　45年

　　50年

　　55年

　　60年

　　61年

5,963

6,459

6,356

6,203

5,677

6,455

6,412

5,837

5,537

5,274

5,278

5,198

5,174

29,125

29,541

28,984

26,995

23,588

26,798

23,798

20,336

17,273

15,290

14,309

13,269

13,076

100

101

99

93

81

91(100)

82 (89)

70 (76)

59 (64)

52 (57)

49 (53)

46 (50)

45 (49)

13,973

13,673

11,055

11,094

9,205

7,753

6,887

6,659

6,201

6,111

15,152

15,311

12,533

12,704

11,231

9,520

8,403

7,650

7,068

6,965

92.2

89.3

88､2

87.3

82.0

81.4

82.0

87.0

87.0

87.7

2,261

2,285

2,295

2,495

2,580

2,682

　9.5

11.2

13.3

16.3

18.1

20.2

出所） 昭和60年までは国勢調査

昭和61年町による推定人口

表３－２　瀬戸内町年令階層別人ロ

犬 昭和30年 昭和35年 昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和60年

　　　　歳　O～14

15～19

20～29

30～39

40～49

50～59

60才以上

　合　計

　9,775

(37.1%)

　2,305

　(8.7%)

　3,410

(12.9%)

　2,787

(10.6%)

　2,608

(9.9%)

2,324

(8.8%)

3,162

(12.0%)

26,798

　9,788

(41.0%)

　　991

　(4.2%)

　2,131

(9.0%)

　2,904

(12.3%)

　2,377

(10.㈲)

　2,283

(9.6%)

　3,224

(13.0%)

23,798

　8.137

(40.0%)

　1,056

　(5.2%)

　1,262

　(6.2%)

　2,370

(11.7%)

　2,277

(11.2%)

　2,030

(10.0%)

　3,199

　(15.7)

20,336

　5,988

(34.7%)

　1,021

(5.9%)

　1,207

(7.0%)

　1,725

(10.0%)

　2,346

(13.6%)

　1,806

(10.5%)

　3,180

(18.4%)

17,273

　4,187

(27.3%)

　1,002

(6.6%)

　1,264

(8.3%)

　1,356

(8.9%)

　2,203

(14,4%)

　1,994

(13.0%)

　3,284

(21.5%)

15,290

　2,749

(20,7%)

　　598

(4.5%)

　1,169

(8.8%)

　1,623

(12.2%)

　1,337

(10,0%)

　2,076

(15.6%)

　3,717

(28.0%)

13.269

出所）国勢調査

4｡4人）より小さい。従業員1人当たり販売額

（昭和60年商業統計）は1,150万円で群島平均

(1,738万円）の66％の水準（前回は60％）であ

り，群島内の他の市町村ほどには増加していな

し‰　　･，

５

』

事業所, 1,568大の従事者であるが，うち1,271

大は個人業主であり,常用雇用者は213大にすぎ

ない。工業統計(昭和60年)では85工場, 252名

で，一工場あたり2.96大(群島平均3.95大)，規
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表４　産業別就業人口め推移・

へ 昭和30年 昭和40年 昭和45年． ゛昭租50゛年 昭和55年 昭和60年

実数割合(%) 実数割合(%〉 実数割合･%） 実数割合(%j 実数､割合(%) 実数割合(%)

第
一
次
産業

農　　　　　業

林　　　　業

水　　産　　業

9,047(70.1)

　439 (3.4)

　432 <3.3)

3,005(38.8)

　145 (1.9)

　278 (3.6)

1,768(24.7)

　　42 (0.6)

　183 (2.6)

763 (11.8)

　81 (0､.9）

　255 (3.9)

534 (8.6)

51 (0.8)

276 (4.4)

580（10.0）

　34 (0.6)

336 (5.7)

合　　　計 9,918(76.8) 3,428(44.2) 1,993(27.9) 1,079(16.7) 861 (13.8) 950 (16.3)

第
－
一次
産
業

鉱　　　　　業

建　　設　　楽

髪　　造　　業

　23 (0.2)

247 (1.9)

240 (1.9)

　　70(0.9)

　946 (12.2)

1,025 (13.2)

　　12 (0.2)

　581 (8.1)

1,961､(27.4)

　　13 (G.2)

　　657(10.2)

2,087 (32.3)

　, 7 (0.1)

　938(15.0)

1,583 (25.4)

　　13 (0.2)

　827 (14､2)

1,215(20.8)

合　　　計 510 (3.9) 2,041 (26.3) 2,557(35.7) 2,757(42.6) 2,528(40.5) 2,055(35.2)

第

一－一

次

産

業

卸小売業

金融･保険･不動産業

運輸・通信業

電気･ガス･水道業

サービス業

公　　　　務

948 (7.3)

32 (0.2)

444 (3.4)

　0　－

694 (5.4)

363 (2.8)

766 (9.9)

38 (0.5)

315 (4.1)

23 (0.3)

774 (10.0)

359 (4.6)

･766(10.7)

　31 (0.4)

324 (4.5)

　36 (0.5)

867(12.1)

581 (8.2)

796(12.3)

ﾚ38 (0.6)

337 (5.2)

37 (0.6)

962(14.9)

442 (6.8)

　863(13.8)

犬44 (0.7)

　363 (5.8)

　32 (0.5)

1,048 (16.9)

　494 (7.9)

　841 (14.4)

　55 (0.9)

　371 (6.4)

　　31 (0.5)

1,080 (18.6)

　446 (7.7)

合　　　計 2,480(19.2) 2,275(29.4) 2,606 (36.4) 2,612 (俳祚 2,847 (45.7) 2,824(48.5)

合　　　　計 12,908(100) 7,750 (60) 7,155(55) 仰65(昌 6,236 (Qg) 5,834閤

申冒11　旨1禽鳥IB*出所)＼国勢調査

模は小さい。」0年前と比較すれば,∧47工場→お5/……ﾉﾉ……=j=…………=:=:

工場と1=丁8倍増であるj執ﾚ従事者数は3ﾀﾞﾉ62人ヤ………:｡･ﾄ,…………
I

/∧之j………＼万……

1

1

2.96人七,∧規模がＴ層小さぐなったﾀﾞことがわか∇………＼＼1………:∧……………万:

る=。業種別にみ=れば,づ食料品工業加工場√繊維ｿﾞｿｿj万万く:1:;ji:

工業38工場であり，前回とのJ比較では，同じ=ぐ

規模の縮少化かあげられるノ＼　…………………

建設業は67事業所61?人犬(うち常時雇用者3肘十
　．ﾊ4.M/ゝ/|ゝ゛゛'.･｀″゜4'･/|-●JI'一一f－ ･〃　‾゜』゛･- 一一一一一

人√臨時日雇5ﾕO人)で÷事業所あたり従事者数＼ﾉトﾂﾞ

9.21人であり,犬前回よニりﾚ増加している．こﾉの業I……1万.･.gy･.゜

種は,つ道路，港湾，住宅なｹどの動向と関連して.:万.l･;･.I=･1.万.･yq

お方，50年より常時雇用者1.78倍√臨時日雇5瀋ﾉ:==l==･…………Jj万=,一万.と

倍の増加をみせているノ　▽　‥‥‥‥　‥　　　二……万万==jj4j

　総じて,∇4人以下事業所が8割を占めている＼こ………1…………万1111.ﾌﾟ5

と:，ブ事業所平均従事者数2↓44人（群島3し78人ﾄﾞﾉﾉjjJ:万万じ

そして常時雇用者の割合が低いこと（瀬戸内町＼ﾚ圭

43.3%で前回の42.8%からするﾄと,0.5ポイン下…………J ･.1.1.:1名

高くなっているが√群島全体では前回56.6%サ………j………ﾉ……I=J

57.5%ｹとなり,0.9ポイント高くなってい芯こﾉと∧宍ﾆ;ｹﾉ:ﾌ

からすれば，やはり格差はぴろがっている)〉な……=………1万j;

ど，労働市場の狭少性唸前回調査よくりヶ条件悪化∧yJﾉ
I

しているといえよう６

:μ構成比]占めくる割合が

群島平均よかも･高いこ

の構成比の上

よると

節人口煩減少ﾚによるも

歳以上の人口は昭和30

j9人√昭和50年3,284人

であうたが,〕今回

14％の増

ユ87人か

を示し415歳ぺ39歳層

3:％ﾉの減少を示してい

口50年までの減少は高

り流出↓=……中高年層流出

匪に残う万万層における

ｿﾞ………とjI

高め，賃っ

とみること
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図２　管内総世帯数・人口，被保護世帯数・同人員・保護串の推移（年度平均）

15,073　15.006

０

(‰)

110

100

７

51　　・ 52　1 1 53　　54

　　このことは，図=2，表７より世帯構成の特徴

をみるとさらに明確になる。昭和50年普通世帯

(5,192)中1333 (25.7%)が単独世帯であった。

十年経て√普通世帯(5,188)中1564 (30.2%)

が単独世帯で，普通世帯数はほとんど横ばいで

あるが,単独世帯の割合が4.5ポイントも上昇し

　ている。これはすでにみた労働市場が狭隠であ

る当該地における高齢者単独世帯（65歳以上の

一人ぐらし）の比重が一層高まったことを示す。

すなわち，65歳以上の単独世帯は総世帯数に対

して, 13% (昭和50年）から，15』％ぺと上昇

している（鹿児島県12%)。また親族世帯(3,619)

中，核家族形態をとる世帯は3,178 (87.8%)を

占め，!O年前より5.5ポイントも上昇している。

更に√核家族世帯(3,178)中，高年型核家族の

占める割合も17.9% (前回14.7%トと確実に上

昇している。これは，全国でも高年型核家族の

55　　・ 56　し57　　｡581　　｡･59　　60.

　　　　　　総世帯数･総人口(統計鹿児島)

61

被保護世帯数･同人員(生活保護統計月報)

割合が高位にある鹿児島県の8 70/の中でもと

びぬけている。これらから，普通世帯中高齢者

のみの世帯仕,362世帯ヤ65歳以上の夫婦のみの

世帯568, 65歳以上の単独世帯794)の割合は

26.3%となり，この10年間に4j4ポイントの上昇

となったのである。前回に,丁核家族世帯が直系

家族形態に転化する可能性はそれほど高くみこ

めない｣゛6)と指摘したが，まさに，転化するどこ

ろか減少七ていた。直系家族形態をとる家族が

68:1世帯から441世帯へ36％減少し，65歳以上の

いる直系家族形態が38％減少していしる。従って，

高齢者を抱えた直系家族が核家族形態へ，核家

族形態のうjち高年型核家族が一方の死により，

単独世帯へと世帯形態を変容ざせたことが明ら

かとなる。　　　■■　　　　　　■■　■　　■■■･■

　高齢者の就業状況をみよう＼(表5, 6)。総数

2,682人中就業者783名で，就業率は29.1%であ



８

る．前回叩瓦ぼ横＼

犬
i1
!i∧ｿに:16廠万以ぷ就44ji況…………:=:に:1万=jy=yj万?=

ばい状況である．犬…………………ｹ………j
‥‥
‥‥　‥‥‥iJ::j万万=:万貪

就業構成では，農……………j総丿政就秦者十就業乖∧:ﾉ十万＼=j

業29.9%,ﾆ弗1造業ノイS50 2ふ5………μ

29.8%√＼が高く，……S60 2,682………＼78睦29.WくTj,;.･yJ･ﾘ.

　　　■　　■■■　　　■　　　■■　　■　■■■　　　■■■■■■■　■■　■I･･･i･●･.

そのﾚ他卸＼･,yl･ヽ.売…………………=･＼万……………………△　＼…………1ず

業・公務,7 建設業･=サービス業･冰産業・運輸ﾄ……=y･T:………J:;の｡･他一回4=9｡)｡･.J

通信となるJ……前回より√割合に紅いで減少した＼…………1万万==『=ｲ動'万く
I
j』1:11

のは農業と製造業であり逆に絶対数√割合とも……＼l･j.ﾉ員J･･jj力･ﾀﾞ.f動･･･<

に上昇しためは卸･ﾉ小売/･公務/･建設・サデビノ………くごｿﾉｹj………:………以:土=4.j.･IJ

　　　……j｡=　　………表６＼就〈業∧構ト成△(仏頂以)句〉

昭
和
5
0
年 比率

女性比率

農……業

-

＼263十

(36.0％)

33.89^

-

△　234尚

(29.9%)

23.5%

Ｑﾀﾞ造1業
-
245 ＼

(33.5%)

90.6%十
一
233 ＼

(29,8％)

93.6%・

万万84

(11.5％)

47.7%
-
　118犬

(15.1％)

52.5%犬

公………務

一
犬46上

( 6.3%)ヶ

26.1%ト

（

０

り3.6%,卸=･こ小売52.5%,サ≒ビス業37.5%,∧……万｡=j=

農業23.5%と，前回とぽぽ同じであるノつﾉま犬り√＼

高齢者の就業状況ぱ零細家族経営的水準の農入

業･し商業べの就労に特化脊れ,j製造業は同じぐ=]＼

る割合ト(糾√7％)=が高ごいことは√既述した

全体の貧困性,し生産人口流丿出による世帯構成

特徴から容易に推察できるようノ瀬戸内福祉

務所の資料による乙＼高齢者被保護世帯

(425),……単=身世帯が83.4% (355)十を占め√残

の16.6% (70人）が複数世帯であるレごれらﾚのﾆｿﾚJ11万万j=1万，

数字を昭和60年の国調における高齢者単独世帯ﾚﾚﾚ･ﾉ=ﾉ………:t

(794)と高齢者夫婦世帯(568)と＼比較する）と（統上……………7万j

ち44=とI7％が被保護世帯であり；高齢夫婦のみの(………万………万:=

世帯の12.3%が被保護世帯でﾉある。うより√高ﾉ……………j=ljj万

齢者複数世帯に占める被保護世帯の割合はそれ∧∧

占める割

ら1高齢者被保

口人以上め世帯

(は,ﾉ｢働か

辿∇(内訳,=ﾉ……内職2り，そ

でjは,……:｢働かず｣62%,

昔ﾚ,=その他14卜丁世帯

2万人以上の世帯の場合，

＼保護率は必

十ずしも全町

＼平均と比し
ヶ………=で.･高ニくな

こ＼……く，単身化

………してしゝくtこ

∧視すれば高

＼齢者になる

L,ﾔ………当該地の高齢者

ごして働けるだけ働

訓動体な∧く･な:つて」

ﾄいらﾉたぽうが適切

寺点よﾉりも丿働く」

月14日ｻかﾚらこ20員くに面接聞きと

:あるいは

,しては,=同じ



過疎離島の推移と被保護高令者の生活史（松浦）

表７　世帯にみる特徴

(昭和50年60年国勢調査)

二 瀬戸内町

(昭和50年)

瀬戸内町

(昭和60年)

鹿児島県

(昭和60年)

核

家．
族
世
帯

総　数

　うち

65歳以上
の夫婦

3,165

　464

3,178

　568 55,125

そ親

の族
他世
の帯

総　数

　うち

65歳以上の

親族の総世帯

684

527

441

329

72,385

54,507

親

族
詣［

総　数

　うち

65歳以上
の世帯

10

4

５

２

845

186

単
独
世
帯

総　数

　うち

65才以上
の世帯

1,333

　673

1,564

　794

149,885

53,367

　　＊瀬戸内町における総世帯に対する65才以

　　∧上の単独世帯の割合

　　　　　昭和50年　13％　　　　　　　　　　　ダ

　　　　　昭和60年　15.3% (鹿児島県12%)　　　ト

　　＊瀬戸内町における総世帯に対する65才以

　　　上の高年型核家族世帯の割合

　＼　　　昭和50年　8.9%　　　　　　　　十

　　　　　昭和60年　ILO％（鹿児島県8.7％）

く聞きとり可能者を老人ホームのケースワー

カーの紹介により，９事例抽出する。以下;表

８をもとに在宅被保護世帯を中心としてその特

徴をみよう。

　事例①　瀬戸内町古仁屋にて，6人きようだい

の次女として出生。貧しい農家で父親は13歳の時

死亡。本人は尋常小学校を４年間就学し，以後，

21歳（昭和２年）で結婚するまで農業を手伝lいつ

つ，紬織りをする。結婚相手は，同じ地域の農家

の４人きょうだいの長男であった。昭和７年にサ

イパン島へi家族全員で「砂糖づくり」の出嫁ぎ

に行乱以後，昭和21年敗戦によりアメリカ船で

帰国するまでそこに暮らす。サ千パン島で4人の

子どもを出産するが，長男，次男を死亡させる。

夫は，サイパン島から出征し，昭和26年に帰国し

ていた本人たちの下にかえる。夫の帰国するまで

夫の実家に身を寄せ，農業，綿織りをして生活維

持をする。夫の帰国後，農業（主にキビ作）をし

ながら，二人の娘を育てるが，現在は，夫（85歳）

と二人暮しであり，本人が74歳，夫が78歳の時，

本人の足が動かなくなり，農業に従事することが

９

　出来ず，紬織りも，目がみえなくなり不可能にな

　り,□生保受給する。現在，ツエをたよりにやっと

＼歩ぐ事が出来る。住宅は６畳一間，２畳一間と３

＼畳の台所のある公営住宅（月19,000円）で生活保

　護費が収入であり，日常的にもっと「魚」を食べ

　たいのが望みである。二人の娘の一人は古仁屋地

＼区に居住するがすでに60歳であり，病気で，あま

　り交流していない。　　　　　　　　… …

　事例②コ全事例中男子ではただ一人の一年と

　はいえ，中等教育を受けた人である。明治41年，

　群島の中心名瀬市で生をうけ,小学校4年の時,父

親の仕事（大島紬の染色の職人）を拡張するため

　に「徳の島土に一家で移転する。本人は５人きょ

　うだいの３番丿目で，徳の島で高等小学校を終了

　し,すでに鹿児島市に出ていた長兄をたよりに鹿

　児島商業に入学する｡/が父の死によ:り学業継続不

　能になり，大阪に出て，白木屋デパートの販売員

　を皮切りに昭和20年までに三菱下請け工員･（大

　阪）･紬売り（鹿児島の兄の経営の補助），東洋ベ

　アリング（満州），軍属の計理（徳の島）と転々と

　する。その間，昭和12年に結婚し，二男¬女を=も

　うけるが，終戦時に離別ずる。昭和26年に徳の島

　から瀬戸内町古仁屋に来て，冲仲上を５年，その

　後，漁船のエンジンのセールズ，最初はおもしろ

　いようによく売れたが，大手会社に押され，うま

　くいかないようになりやめる。次に，豊橋市の紡

績工場へ季節労働者として出稼ぎを９年続ける。

離別後昭和45年に再婚するが離別し，今は一人暮

しである。喘息になり出稼ぎ不能になり，昭和56

年，74歳1の=時から生活保護を受給。老齢年金

27,000円，生活保護費35,000円で，家賃19,000円

を支払う〉と33,000円が食費その他であり，今，望

むのは「もっと栄養のある魚，肉を食べたい」こ

とである。初婚の時の子ども三人は本人から電話

するが，子どもからはなく,◇日常的な交流はま･つ

たくない。趣味はめじろを飼いi年一度の目白大

会に参加することである。　　犬　　　　△

　事例③万明治45年，町内の古仁屋にて，６人

　きょうこだいの三番目の子として出生｡家業は農業

　で,高等小学校卒業後,農業補助しつづ紬を織る。

　３年後,大阪に嫁いでいた姉の出産の手伝いとし

　て姉の家で1年間暮らし，その後,しミシン会社（板

　方市）の女工として２年間働き，帰郷し，外国航

　務め船員であった同町内出身の28歳/の夫と26歳

　の時結婚する（昭和Ｕ年）。結婚後，夫の両親ﾉと農

　業＼を営みながら，３ヶ月に１度上陸する夫を待ち

　つつ生活をするが，その間５人の子どもを出産す

　るレ昭和20年，古仁屋空襲で家屋，牛，ブタ，山

　羊など全財産を焼失する。夫は召集されていて不

　在｡夫の妹だちとともに乳児を含めて５人の子を

　必死でつれて逃げ，裏山に避難した。鍋，釜，茶

　碗，着物，毛布などすべて他人からもらい，堀立
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小屋に長らぐ居住した．万夫は終戦後２年し=て帰郷∧＼……

し，夫の死亡･（昭和昭年,ノ詣歳卜栗で√失は農業………:･J･j.j.･;1=.1111に

らし･ｍ［4涛　jﾄａｒ芒+lh A.BI了食u^-r■':i^ド指尿か由丿,……ﾖ豊け＼∧八万･J.･ .･(水田4敏，畑荒地を開墾)七キじ作を中心↓ト妻は

大島紬岑織り,丿大の子どもを育すﾚる力愉空襲で

焼かれた家を建てる事が出来ず，堀立小屋の住ま＼ﾙJ,=,::j==

いが続いた。現在のy家は拍年前に√念願かなづ七……＼1………:

ロー=シで建てたが，夫はす:ぐに脳いっ血で死亡j………J:1万===:X'左

夫の死後か年間√縮織1りで口十ンを支払って生計……ﾉ十…………:就労

をたて=るがJ(当時,<大島紬の織工賃力≒現在この３ぐ……j…………jj万JI=J妻に1

倍は=あつﾚだ6今は√:韓国産の紬におされて，仕事=j……(二ﾉﾉ=/･=.l･=･=･の1転

をじたぐとﾚもないという)目ﾚを悪るぐし, 74歳の十万……ﾚ:……=:転:･々

時に生活保護受給するレ｢あの空襲さえなかった＼＼ﾚｿ二万:｣ｶ:lI,=

ら｣と今廿有眠れない夜があるレ５人の子どもだ∧ノソ箭4
■･-｀－●-¶･｢I･-/-〃~'I･･･一一　･-・
ら｣と今廿有眠れない夜があるレ５人の子どもだ＼＞＼(結4

ちはすぺて県外の遠隔地に居住七，く自分かちの生ﾄ………=……jj=万万=万すﾑ:J::

活で精パ杯で仕送りぱな,く, 10年に１回位しか帰ﾚﾀﾞ=.･……万j･:く.:.･,.･I

郷せず√孫=たちくの顔がみたいが叶わ‥ない．今は√∧万万ﾉ……1..･=..･=で傭

ゲー])トボ÷

　ｹﾞ事例④＼

-一一4r.11･J-.
－』ﾆJSしhttp://ww

ｗ.

犬

小学校

うだし

紬織工をしつ=乱ト父親のかつおぶし作りを手伝……21=1:=1=万1

う。結婚組手低同ﾚじ管鈍出身で大阪に出ｿ稼ぎに………ﾉｽ……万=1万i
/W '●r‾･･●-¬･･Iミ　●－　一
行丿でいくる人で,万二人の間にﾆ2女をもう＼けたﾉが離:j=＼〉………ﾑ

別して, (子ど肴は婚家先に残す)･√実家に帰えり，………万万･=･=･ﾉ…………=..･.･

農業を手伝いながら紬織Jりをずるし昭和33年の古二…………:yj°･1･.･I:万万･･==

仁屋大火ですべてを失ない,し失業対策事業/に出ﾚﾚ＼∧ﾙ

る．昭和は4年↓職場で知りあっﾉだ現在の夫と再婚∧……………＼ﾉ=る。昭和34年;職場で知りあっﾉだ現在の夫と再婚○

するﾑ本人は失対を退職し,∧紬織りを昭和62年ま∧:

で行jうよ:失業対策が廃止になりよ失業しなだめ√∧し∧ﾌﾟ1μ

昭和卵年よ]り生活保護受給○‥･住居は借地(地代月……/j………ｿﾚ゛==1=ﾅj:す4:j゛1

4,00り円）にたて;だ自分の持家で, 4.5畳一間，3ｹﾞ十………11=’

畳二闘±3=畳の台所であﾄる√子どもたち（沖縄，神く………1万:=:1.1

奈川県)二との交流ぱあまりない。‥‥‥‥‥‥:J……………===こ･I……万=｡:=

　事例⑤……瀬戸内町節子にて半農半漁の父の下∧……j･･11万1:一一j

で6人き:=よ＼うだいの６番目として出生する。尋常ﾉ:…………万:=Ij:

小学校卒業後√綿織りをするノ25歳の時,j Z8歳四∧]=…………1=｡･｡=:･｡･1

農家∧(水田７敏,く畑１敏トの長男1に嫁ぎ√ﾄ直系家………ﾉ……J=J:=:万j=

族であ丿だ。二人の聞にぱ４人の子ごもがケまれ∧ﾉ＼

る力榴長男以外の三人の女子は√中学校卒業後,………I=;尚ﾀﾞI二万……………j･=･1

本人の姉の=いる和歌山)に紡績女工として就職す＜＞く

る。娘たぢの所には出産の手伝いとして↓回ぽど…………ﾚﾉﾂﾞ…………jjI

であるノ息子は隣村に居住しており，÷

でほしいが職場がないために出来ず,く淋尚=:]ﾌj万万:Jy

侃＼生活保護受給:したのは，本人60歳√ｹうﾉ∇=……万1万=万=:

ｎ壽っ4　ふふ々ヽ庄なにかh ＼ 多のでÅ寸やけ:………＼ソ………:･

めであ宍る。＼　＝　　　　六

白事例⑥⑦‥この事例は夫と

は，瀬戸内町古仁屋で農業を?

２年で卒業し，18歳まで√父母と＼具に

こ員こどなるが,20歳の時，

し,………:下･関=ﾄぐ入隊し，３年

眼:しよ石歳で除隊し，秦

J/事例⑦23歳と結婚す

]り,ｿ＼:吋

ﾚ屋に引上げる。古仁屋

腺肥大で三回手術し，

隻開始;ま=で働ｿ乱一方，

を=もうけた

阪ぺ出ていき，そこ

1=い資格を取得し七。

8く大きょうだ

番目として瀬

ヽ学校卒業後は紬

ﾚ],……再

.･

び紬織=りを行うが，

餐粟の手助けをする/よう

め時,………=.･り･=人一一

I

き=j.Iよ･.･うだいの

と結婚し√二女をもうけ

め兄家族,▽夫め母等総勢

さ:れて√二人の娘をづれ

ﾚ6ｿﾞ……実.家･･1と･帰=･り･･j,J ･･不口裁･(大

ノプけ肴技術)＼を生計維持

地元の県

孫出産の

二怪我し，

開始とな
*, N 'ck V

,　L^kr^lTTJ丿ﾄ4W
CS

長め台所の借家で家賃

lが/4T万円でよ

りｿの他であるレその他で

ごよう=芯香典の交際

ﾆにトも及んだとい

きがいである。

め属島の一つめ加

kの下忙４ﾄ人きよシだ

ノ高等小学校卒業後

七こし=で福岡県行橋

散となり，汽車を

ﾐ島に帰郷す

云い，23歳の

　(ｿﾞｷ‥ビ作)をす

け/石部，28歳の

年)｡ﾉ昼昨日,雇，
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夜は飲み屋の皿洗いの二度働きをしつつ，二人の

＼息子を育てるが,昭和33年の古仁屋大火ですべて

を失い，いわゆる「着のみ着のまま」で命は助か

る。昭和33年から,昼は同じぐ日雇いに出ながち，

夜は紬織りの修業を５年間し，昭和38年から昼

夜，紬織工となる。昭和56年に足を怪我し，１年

間入院し,昭和57年,56歳で生活保護開始となる。

30, 40歳代に昼夜，就労したことが体の累積疲労

をもたらし，足の怪我が傷病につながり，十分な

就労が出来なくなる。現在，紬（縦横織り）いっ

ぴきをーヶ丹半で織り，その織賃は3ご5万程度で

ある。生活保護費の６万５千円から家賃15000円

（５畳一間√３畳の台所;３畳の玄関）を引いた５

万円が生活費である｡二人の息子は熊本と大阪に

居住し，熊本にいる長男め妻が古仁屋出身である

ために正月には毎年帰郷し√それが楽七みであ

る。　　　　　一犬　　ダ　　　　　　ト

　事例⑩　昭和３年　半農半漁の父母の下で３

人きょうだいの三番目として古仁屋で出生する

が，父が４歳の時，漁に出た舟の上で倒れで死亡

する。高等小学校を８ヶ月通学して結核になる

（昭和16年，13歳）。以後自宅で闘病し，18歳（昭

和21年）で健康になる。 19歳の時（昭和22年）√長

兄が戦地から復員（次兄は戦死）し，兄が結婚す

るが，本人，再発し，自宅におれず古仁屋の病院

に8年間入院し,昭和訂年に鹿児島市の病院,昭和

39年国立療養所（鹿児島県始良郡張佐）に入る。

昭和36年まで長兄による仕送りで入院していた

が，仕送り途絶えたため医療扶助を受け，昭和41

年古仁屋に帰郷し，公営住宅（６畳一間，６畳の

台所）に入居し生活保護2.3万円，傷害年金2=級５

万円を生活費とする。家賃は８千円であ万,＼食べ

ることは出来るが,結婚式（祝金5,000円か相場），

香典（1,000円）などの交際費がかさんで困る。し

　以上，在宅被保護世帯の生活保護受給に至っ

たプロセスを辿ってきたが，事例⑥から⑩の養

護老人ホーム入所者の生活史（表８から）をﾚも

重ねあわせながら検討すると以上の点があげら

れるO　　I　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　I｡

　第一に特徴的なのは，全例19のうち17事例が

瀬戸内町および奄美群島出身であること，ぞし

て彼らの親の職業が農業か半農半漁であること

である。既述したようにこの地域における農業

の規模は零細で自立化が不可能な状況にあった

事を考える時，彼らの出身家族の貧困性を指摘

できよう。しかも，戦前とはいえ，きょうだい

数の多さ（7人，６事例，９人，８人，６人，

５人各１事例）である。親の職業からくる階層

13

性に規定され,しかもきょうだい数の多さから，

彼らの学歴は低学歴比集中する。尋常小学校，

高等小学校を卒業すると，親の家業を手伝いっ

つ，女子の場合は紬織りをし，男子は対手を求

万めて島外へ出る。そこに待ち｡うけているのは，

彼らの低学歴から七で安定的な職は求められ

ず,不安定就業につながり，転職をくりかえす。

女子の場合も，J学卒後即ではないが，結婚前に

大阪を中心とした近畿地方ヘミシン会社の女

工，紡績会社の女工√あるいは鹿児島へと出る

が，帰郷して結婚する場合と，同郷人と結婚す

るために離郷するが，離婚して帰郷する場合な

ど√一度は瀬戸内町以外で居住しているのであ

る。　　･.I　｡　　　　　　　　　　｡　　　・　　　　　。

　このような彼らが結婚し，自らつくる家族の

主たる生計維持者の職業もまた,j農業，工員，

左官，零細な自営業であり，比較的安定した会

社員などは一事例もない。そして彼らは転職を

くり,かえし，最高は事例②にみるように９回も

転職している。　　　……

　事例２の生保開始年齢は74歳であったがレこ

のように74ヘペ75歳以上の場合，高齢のため就労

不能で生得開始をしている。 60歳代での生保世

帯に転落している８事例はすべて疾病・傷害で

ある。高齢で生得開始の場合√配偶者を死別に

より失っている場合が多い。すでに統計でみた

ように√老夫婦だけの生保世帯はほとんどが疾

病，傷害が理由であり，そうでない場合には，

就労不能になるまで働き続けて，そして生保世

帯に転落しているのであるよそれは養護老人

ホームの入所者にその傾向が多くみられる。

　尚表ｍは彼らの創った家族が生保世帯におちい

らざるを得なかった貧困の諸要因を示七だもの

である。彼らの，あるいは配偶者の出身階層か

らくる低学歴が彼らの不安定就業をうながした

ことが主要因ではあるが，それだけではない６

いわゆる社会的圧力，個人のレベルでは防ぎ得

ない要因も加わっていることはみのがせない。

　トその第一は，戦争の刻印である。戦争をマイ

ナス要因としてあげる事例は①サイパン島から

戦後引あげ，③古仁屋空襲で全財産うしなう，

⑥奉天から引あげ，⑩南洋の砂糖作りから戦後
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表＼9 貪ﾉ困･化/の諸要ﾄ因ﾉ

ﾉｹ:jjl=万1で■B,

＼ヘンデしj

*▽古仁屋とは瀬戸内町の中心地である．こにで昭和佃ﾉ………::.･..:･･゜･.j =1･で･?.J･.1?

　年，雷平と二度の大火:災jがあっ.払犬まだ今牟=(iﾉ如年…………;.･jj･.･.2:･参･..万万

９月18;日）ﾀ）台風襲来で多数り死者を出七だ。ト……:ﾌﾟｿﾞ……:によ……

‥　‥‥‥　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　　‥‥‥1…………ﾉ………;

引あげ,レ:⑩空襲で全財産失う√⑥大連から引孝士

あ:げでIある。＼いづれも，それなり/に努力を積み∧:=j=に:，

重ねな力怖創うた家族を戦争,∇=敗戦を契機ﾌﾟとし………1万1万=一万j ･

て√それまで築ぎあ,げた財産を外地に置:いで帰∧……
　～7　｀-'1 '･｀゛'－~●~一一~･･｡一一J'-●w--〃･-■　一

国したサ,ﾉ空襲で一瞬亡しで焼失=しずつ:でいる。…………=]…………万有一丿こ

戦争にﾉよるもめではないが古仁屋の二度の大きﾉ＼

な火事は√やはり÷瞬Iにして家屋等を失らでこい下

心ノそれは事例④⑨である．□戦争め刻印はﾉど廿〉………

はないが，やは夕個人のレベルで往防ぎきれな………J:2

いものである．　　‥‥‥‥　‥　‥‥‥‥I＝..1万　万　j　.一一.I･･ .:･

第二の要因､としてみの=がせないのこは家族の生∧ﾉ=丿
　　ンｒJ一.゛ﾉJ4ヽｒjl.u-.u/ヽ-'ﾉ･一一z●v　－tj .｀　‾ﾉ¶｀″･/り｀ぷ4yゝ･ごｰ｀一二.･..･..･.-･･.●14･　.･j

計維持者,……家族員の疾病√そして配偶者と＼の離∇ﾉ＼万=のﾚｻで万こ)Jj

死別など家族内要因であろう｡▽家族員が病気に==……j11:子=ど
／り/JJ｀゛｀～´4-s/-●･g/9r-一一９一一Ｊ・．ｒｗ　警　－－－･　･･

なっですべての家族が貧困に陥ちいるとは限ら=ﾉ………:=万:地=万･=.4に付

ない力斗十しかし不安就業の職についている=家族………………j=万丿万す;る:ぐ巾

きヶいご。岬離死別も即，貧

否==功斗二とﾚりわけ女性の

ﾄは大体辻おいて夫であ

計維持者を失つ/た時の家

て期Tぐﾚあﾚるか√すでに子

yなﾉど)………に

えしあﾌﾞいながら,の状況

漕ﾚな圧力となろう･。

ご地域社会での女性の

手例では√②④⑧⑨⑥

kjは了事例ﾉもみられる

な出身家族の

づた家族の子

討しよう√表

j………'就業地を:あぢわした

(離婚……･こI･再婚で子ど

のﾚうﾚちjJ……=⑧事例の

せているが･,つその

せてこい]る場合はある

ﾌﾞ事例⑧隷離別母子世帯

い続け,し必

は弘法

yたい」

ﾚんで和裁をｿ続/け√信仰をた

と/と:=ﾚいう言………=ﾀﾞ……………lj

育終了後，

に就学し，

411.:=……jlj農･家で･k

ムトラヶで右大きな農家の→う

/の田歳=の時死亡,＼＼6/大の子

すぎ女い=ﾑ……そして，事例⑧

卒であること

√現代目本の

されて，今，

七＼いjるトと壮いいがた

S:は√=自分だ占の生活

世話をしている

ち＼=ない゛o)じ｣=という。

:かるように遠隔

:あ=呪=:レ:数年に二回の帰郷

／それでも＼電話で声を聞
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過疎離島の推移と被保護高令者の生活史（松浦）

どまらないことを指摘（鈴木敏子･松浦勲「老

親扶養と家族」『老人と家族』1986年，青木

書店）したが，事例⑦の発言はまさに，我々

の仮説を裏づけるものであろう。
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